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論文内容の要旨
インド文献学・古典学は， I原典の発見，写本の収集，刊本の出版J という一連の作業と共に進展し
てきたインド学のー領域として位置付けられている仏教学においても 新出文献に備わる資料的価値
の重要性は認められている.インド・チベット仏教学の立場から見れば，二十世紀前半の Rãhura
Sãilkrtyãyana, G. Tucci の入蔵写本調査を契機に，チベット仏教後伝期にインドから賛された多数の
サンスクリット原典が チベット文化圏に現存する事が知られる様になった彼らが撮影に成功した写
本の中には，当時は未発見だ、った大乗仏教論書に所属するサンスクリット写本が多数含まれており，写
真をもとに多くのテクストが校訂・出版された事は，特にその後のインド仏教研究の発展に多大な，恩恵
を与えた.
資料の再発見や研究の進展に伴い 常に原典に立ち戻って刊行されたテクストを批判的に校訂し直す
作業が求められる.例えば， Sãilkrtyãyana 撮影の写本は現在でもその資料的価値を失っていないが，
過去に校訂されたテクストの多くは刊行されてから既に半世紀以上が経過し，研究の進歩と共にいずれ
も再校訂を必要とする状況となっている.更に 彼が撮影した写真の中には複数の未比定写本が存在す
る事から，写本の比定，並びに校訂作業が待たれている. Sãilkrtyãyana のコレクションは従来は非公
開であったが，最近になってゲッテインゲン大学からコレクションの詳細な目録が出版され
(Banduruski [1994J) ，写真を閲覧・使用出来る環境が整えられた
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SãÍlkrtyãyana の写真を用いて過去に刊行された叢書の内容は，後期の大乗論書に関連する校訂テキ
ストが多数を占めている. SãÍlkrtyãyana は大乗典籍以外に，密教典籍のサンスクリット写本をも数多
く撮影している.現在 H. Isaacson 教授を中心に複数のタントラ研究者達によって写本の同定並びに校
訂作業が進められてはいるが 大乗論書の分野と比較すると研究の進展が充分であるとは言い難い.チ
ベット訳資料も視野に入れた SãÍlkrtyãyana コレクション未比定部分の体系的な研究が求められる.
本論考で中心的に取り扱う Dïpamkarabhadra (ca.780-830) の『秘密集会長茶羅儀軌「四百五十領Jj
Guhyasam緞amandalavidhi-S縒dhatrisatik? (以下『四百五十頒j) は， SãÍlkrtyãyana によって撮影さ
れた『秘密集会j Guhyasamãja 系の密教典籍である. r四百五十頒J は，密教の儀礼研究における重要
性から長らくその存在が探索されてきた Banduruski のカタログには Cod. ms. sanskr. 257. 写本に含
まれる未比定テキストのーっとされていたが複数の研究者達によって内容が比定され，最近，テクスト
全体のトランスクリプト版がサールナートのチベット高等研究所 (CIHTS) から刊行された (Negi'
Shashni [2006: 109-54J). 
しかしながら， CIHTS のトランスクリプト版は，チベット訳を重視する余り，全体的にサンスクリッ
ト写本に見出される読みを逸脱する傾向にある.更に テクスト周辺の注釈文献の内容が充分に反映さ
れているとは言い難く 写本の転写方法そのものにも複数の問題を苧んでいる.
以上の状況を踏まえれば， r四百五十領J の研究は，現存するサンクリット写本を中心に周辺文献を
参照しつつ写本を批判的に校訂する作業と共に，内容を本格的に解析していく次の段階に入ったと言え
るであろう.本研究では， SãÍlkrtyãyana が賛した写本の写真版を基本に，二種類の註釈文献の内容も
視野に入れ， r四百五十頒』の批判的校訂テクストを制定すると同時に原典の精密な翻訳を目指した.
更に，前半百五十領の〈前段階の奉仕儀軌 (pürvasevãvidhi) >を中心に，ジュニャーナパーダ流の基
本的教説を解析し『秘密集会J の流派的な伝承形態の解明を目的にする.
序論 『秘密集会タン卜ラj Guhyasamãjatantra の研究状況
『秘密集会タントラJ は， Abhayãkaragupta によるタントラ五分類法の中「上喰伽 (yogottara) J 階
梯に配されパーラ朝期 (ca.750-1150) に流行した密教典籍の一つである.
パーラ朝は，インド東部のベンガル・ビハール地方一帯を支配下に置いたと伝えられ，ヴイクラマ
シーラ Vikramasïka 寺の建立を始め，仏教を積極的に擁護した為に数多くの密教聖典がこの時期に流
行した Abhayãkaragupta は，王朝の最晩期に活躍しヴイクラマシーラ等の三大寺院の学頭を兼任
した『秘密集会』は，タントラ中の大玉と称され， r秘密集会J の実践者は優先的に上座に置かれたと
伝えられる.サンスクリット原典が密教の研究史上，比較的早期に出版された事から，他の密教典籍に
比べれば多くの研究が集積されてきた
『秘密集会』の流派に二大流派が知られる.最初に， Buddhasr??nap綸a (ca.750・800) によって興さ
れ，ヴイクラマシーラ寺を拠点に置いたジュニャーナパーダ流がある. ]ñãnapãda の四大弟子の一人が，
本研究の中心となる Dïpamkarabhadra である.更に，四大弟子全員の教説を受けたと伝えられる人物
に Vitapãda がいる.一方，ジ、ユニャーナパーダ流より遅れる形で派生し聖龍樹・龍智父子に帰せら
れる聖者流は，チベットの伝承ではジ、ユニャーナパーダ流を凌ぐ勢力を持っている.
二大流派に所属する典籍の中 過去に発見・刊行されたサンスクリット原典は V. Poussin の『五次
第j Pañcakrama 刊行以来，聖者流に属する典籍が大部分を占めている. SãÍlkrtyãyana コレクション
に含まれる密教典籍の中で 最初に校訂・刊行された原典は 『秘密集会』の註釈『燈作明J
Pradïpoddyotana であるが，この典籍も聖者流に属している.過去に刊行された聖者流の基本典籍のい
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くつかは再校訂も為されている.
他方，ジュニャーナパーダ流の研究は，同流派が『秘密集会J 系の最古層に遡るという流派形成史上
の重要性が認識されながらも，基本典籍の原典の多くが未発見である事から，翻訳文献が中心となると
いう資料的制約を受けている.聖者流と比較すれば研究は全体的に遅れている.この為にサンスクリッ
ト原典の探索が第一に要請されてきた〈生起次第〉の『普賢成就法j Samantabhadrasãdhana に関係
するサンスクリット断片が報告され， V ãgïsvarakIrti の『潅頂要略次第j Samksiρtãbhisekavidhi が近年
校訂・出版された事を始め，原典を使用出来る研究環境が次第に整いつつある.
以上の様に， r秘密集会』研究の現状は，ジュニャーナパーダ流の新出文献を「校訂・解析」してい
く作業と平行して 過去に校訂出版された聖者流の典籍を批判的に再構築する段階にあると言える.
第一部 ジュニヤ一ナパーダ流の修習次第
ジュニャーナパーダ流は，①瓶 (kalasa-abhiseka) ，②秘密 (guhya-aO ) ，③般若智 (prajñãjñãna-a0 ) , 
④第四 (caturtha-aO ) から構成された四種濯頂 (catur-aO ) 次第及び，①生起 (utpatti-krama) ，②究
寛 (utpanna-kO ) からなる二次第 (dvi-kO ) の体系化に際し，大きな貢献を為したと考えられる.両次
第は後期密教を代表する教説に位置付けられる. Jñãnapãda は，両教説の体系化に先駆的な役割を果た
したと思われるが，第四濯頂には言及しない.本研究で扱う『四百五十頒』は，ジ、ユニャーナパーダ流
の生起次第の相承に関して『普賢成就法J と共に主要な役割を担っている.更に，濯頂儀軌を中心に構
築された『四百五十頒J の儀礼体系は『秘密集会j の枠を越え後期の密教典籍全般に広く受容された
『四百五十頒』の著者 DIpamkarabhadra は， Jñãnapãda に直接師事した四大弟子の一人と伝えられる.
従って，彼の論作は Jñãnapãda の教説と密接な関係にある.例えば， r四百五十頒j <前段階の奉仕儀軌〉
の内容はおおlapãda の『普賢成就法』の記述と平行関係にある.更に『四百五十頒』自体も，敬礼備
とコロフォンの記述によれば Jñãnapãda の憂茶羅儀軌『二百五十頒J を基本に造論されたと記されて
いる.
故に，第一部では， DIpamkarabhadra に先行する Jñãnapãda の教説に関して，検討・比較し『四百
五十煩』研究の契機とする. Jñãnapãda の主著『二次第の真実を修習すると名付けられる口伝書J
Dvikramatattva b h縋an?n緡a-M ukhãgamαa大口伝書j) 及び， <究寛次第> r解脱明点j Muktitila加
を中心に考察する.
第一章 ジュニャ一ナノtーダ流の〈生起次第〉と〈究克次第〉
第一章は， r解脱明点』にみられる〈七喰伽 (sbyor ba. bdun) >の教説をめぐる二次第の解釈を取り
上げる.
Jñ加apãda は『解脱明点J において生起・究寛の両次第が，①〈真言身 (mantramürti) >と，②〈智
身(jñãnakãya) >の二つの〈成就対象〉によって区別されると説明する. <智身〉は，更に〈智身〉と，
③〈清浄身 (rnam par dag pahi sku; .visuddhik繦a) >の二身に区別される.後者の〈清浄身〉は，二
次第の修習階梯の実習に加えて，更に〈七喰伽〉と呼ばれる七種の喰伽階梯を実践する事によってのみ
獲得される. J?nap綸a は， <七稔伽〉を〈究寛次第中の究寛次第〉と称している.
Jñãnapãda の現存する典籍からは〈七稔伽〉の具体的名称は明らかでないが，他の典籍の記述から，
「①〈円満された比類無き楽 (dpe med bde brdsogs) >，②〈無二 (gñis su med pa) > ，③〈大楽 (bde
ba chen po) >，④〈無自性 (ran bshin med pa) > ，⑤完全なる悲懸<(thug rjes rgyas pa) ，⑥〈相続不
断 (rgyun mi hchad pa) > ，⑦〈不壊 (hgogpa med pa) > J の七種であると知られる
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Jñおlapãda の〈七稔伽〉に最初に着目すると共に， Vitapãda によって形成された〈第四濯頂〉次第が，
Jñãnapãda の教説に遡り得る事を指摘したのは，桜井宗信である. Jñãnapãda の二世代後に活躍した
Vitapãda とヴイクラマシーラ六賢門の一人 V緘?varak?ti (ca.l050・1100) の濯頂理論に関しては，吉
水千鶴子の先駆的研究もある.桜井によれば， Jñãnapãda の〈七聡伽〉は， 1 <稔伽行者 (yogin) が
予め理解しておくべき事柄) . I <行者によって成就されるべき果 (phala) )の二側面を備え，この教
理的特徴が Vitapãda 以降に成立した〈第四濯頂〉次第に継承されたと指摘される.
Jñãnapãda 由来の〈七喰伽〉が備えるこの二面性に関連し筆者は先行研究に加え， 1 <迷乱無き身
(mi slu bahi sku; もvisamvãdikãya)) . I <果の身 (hbras buhi sku; 事phalakãya) )という Vitapãda 独
自の解釈基準に注目する. Vitapãda は白書の中で両基準を多用するが，内容的に両者は〈七喰伽〉が
備えるこ側面と同じものと考えられる. <果の身〉はく三貧欲〉・〈三歓喜〉と同様に「法身
( dharmakãya) ・報身 (sambhogakãya) ・化身 (nirmãnakãya) J の〈三身〉からなるく成就対象〉に当
たると Vitapãda は説明する.
Vitapãda の〈果の身〉説は，直接的には， r大口伝書』と『解脱明点J 両書に説かれる四種の〈滴喰
伽 (binduyoga) )説に由来すると思われる. r四百五十煩』の憂茶羅観想、にも〈三身〉の修習が「成就
対象 (sãdhya) J として述べられ(k.51) , J ñãnapãda, Dïpamkara 師弟が共に〈三身〉を生起・究寛両
次第の〈成就対象〉と認識している事が窺える.後期の仏教タントラ文献に見出される教理的特徴のー
っとして， <生起次第〉の憂茶羅理論には，人間存在が備える〈死・中有・再生〉の胎生理論と〈法身・
報身・化身〉の仏身論とを互いに結び付ける教説がしばしば登場するが， J ñãnapãda, Dïpamkara 師弟
の見解は先駆的教説と考えられる.更に， Jñãnapãda の究寛次第の根幹となるく滴喰伽〉の実践におい
ても，この〈三身〉は〈三食欲〉・〈三歓喜〉と同様に〈成就対象〉と看倣されている.
したがって， Jñãnapãda の〈七稔伽〉に見出される〈観想主体〉・〈成就対象〉の二面性は〈七聡伽〉
の前段階である〈二次第〉を始め， J ñãnapãda, Dïpamkara, Vitapãda の修習次第全体に適用され得る.
第二章 〈四滴 (thig le bshi; .caturbindu) )説と〈報・法・化〉三身説
第二章は， r大口伝書』を中心に，ジュニャーナパーダ流の〈滴聡伽〉の具体的内容を考察する.序
論に述べた様に，聖者流と比較すれば，ジ、ユニャーナパーダ流の研究はチベット訳が中心となる資料的
制約から，特に〈究寛次第〉の研究領域が遅れている.本章は，従来の研究ではほぼ未開拓である〈四
滴〉の教説を取り扱う.
Jñãnapãda の『大口伝書』には ， i墓頂次第と共に，①〈不壊の滴 (mi sigs pahi thig le)) ，②〈秘密
の滴 (gsail bahi thig le)) ，③〈変化の滴 (sprul pahi thig le)) ，④〈倶生智の不壊の滴(lhan cig 
skyes pa yi ye ses mi sigs pahi thig le)) から構築された〈滴聡伽〉を修習する四階梯が登場する. <滴
喰伽〉は，後期の仏教タントラ文献に特徴的な〈四輪三脈〉説を前提に，喰伽行者の観想、上身体内に展
開された脈輪 (cakra) ・脈管 (nãdï) に微細な〈滴 (thig le; bindu) )をめぐらせる観想法である.
上記の四滴は， <滴聡伽〉が実践される身体上の位置と，獲得される歓喜の種類によって区分される.
すなわち，①と④は共に心臓に位置しているが，④は①②③が一体化した〈倶生 (sahaja) )智が獲得
される為に，①と区別される.更に，②は，歓喜と離歓喜を共に離れた〈中位の歓喜〉を獲得するが，
その滴は，性的快楽を離れた稔伽行者の性器の先端において修習される.③は 微細な状態に変化した
滴を両鼻の穴から放出し，虚空を遍満し終えた後に，再度両鼻穴に滴を収束させるといった一連の観想
を繰り返す修習の階梯に相当し，歓喜の依り所である身体から滴が離れる為に〈離歓喜〉と呼ばれる.
J ñãnapãda, Vitapãda の説明によれば， <三歓喜〉以外に，①②③の内容は〈三身〉と密接な関係に
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ある.すなわち，①は，球伽行者の人間存在を構成している「慈・処・界」の各要素を観想対象とする
為に〈報身〉と結び付けられる.②はく貧欲 (rãga) >と〈離貧欲 (virãga) >の両者を共に離れた〈中
歓喜〉を備えると共に，分別を離れた法自体であるので〈法身〉と関連付けられる.③は，有情利益を
目的に行者の身体から放出された滴が〈化身〉の憂茶羅輪となって，三界を遍満し終えた後に，再度そ
の滴を身体に収束させる観想、である為に〈化身〉と繋げられる.
以上の『大口伝書j の記述から，ジュニャーナパーダ流の〈四滴〉説は， <四歓喜説〉と結び付けら
れると共に主要な〈成就対象〉に〈三身〉が想定された修習次第であると考えられる. ] ñãnapãda , 
Vitapãda の理解によれば， <生起次第〉によって獲得される〈真言身〉と〈究寛次第〉の〈成就対象〉
である〈智身〉との相違点は，前者が，真言の〈光線 (prabhã) >を観想対象とするのに対し，後者は，
十方世間の善逝 (sugata) から集められた〈智甘露(jñãnãmrta) >を観想対象とするという点にある.
したがって，一例を挙げるならば， <不壊の滴〉に登場する観想の内，真言から生じた憂茶羅輪を観想、
する〈光線次第〉は〈生起次第〉に対応する.次に，この憂茶羅輪と一体化し終えた行者の身体上に布
置された〈智甘露〉を順次に融化し心臓に集約させる〈智の火(jñãnãgni)>の観想は〈究寛次第〉
に当たる.聡伽行者の「謹・処・界」各要素に憂茶羅諸尊を配置させるという点で両次第は共通してお
り，その際の〈成就対象〉も，共に〈報身〉であると考えられる.
なお， <智の火〉は『秘密集会』に直接見出す事は出来ないが「無上喰伽 (yoganiruttara) J 階梯の
仏教タントラ文献には良くみられる教説である.それはジ、ユニャーナパーダ流の教義上重要な位置を占
め， r四百五十領』にも登場する(k.124). 
第三章 〈気息の真実 (vãyutattva) >と〈真言の真実 (mantratattva)> 
第三章は， r五次第』の〈金剛念論次第 (vajrajãpakrama)>に見出される〈気息の真実
(v繦utattva) >と〈真言の真実 (mantratattva) >という〈二真実〉とジ、ユニャーナパーダ流の〈変化
の滴〉の関連性を考察する.従来の研究では，これらの二真実は聖者流独自の教説と考えられてきた
しかしながら， ]ñãnapãda が〈変化の滴〉に示している〈四大印憂茶羅〉・〈四大輪長茶羅〉と〈二真実〉
の記述内容は互いに平行関係にある. ]ñãnapãda は，二つの蔓茶羅の修習を〈金剛念諦〉と称しており，
f大口伝書』の記述は『五次第』の成立状況を探る上で一つの指針を提供すると思われる.
第二部 『秘密集会憂茶羅儀軌「四百五十頒Jj テクスト校訂・訳注研究
第二部は， r四百五十領j <前段階の奉仕儀軌〉部分のテクスト校訂と訳注研究を中心に
Dïpamkarabhadra の教説を取り扱う.第一章は『四百五十頒』をめぐるジ、ユニャーナパーダ流の伝承
形態に焦点を絞る.第二章は， <三三摩地〉の教説を中心に， Dïpamkara の憂奈羅理論を解析する.第
三章は『四百五十煩』の前半の百五十頒に該当する〈前段階の奉仕儀軌〉部分の訳注研究を提示する.
第一章 『四百五十頒』の伝承形態
第一部に言及した様に， Dïpamkara の教説は，彼が直接師事した ]ñãnapãda の教理を基本に置くと
考えられる. Dïpamkara が『四百五十領』の造論する際に， ]ñãnapãda の『二百五十頒』を依用した
事は，彼自身と Vitapãda によって記されている. r二百五十領』は， Vitapãda の時代に既にカシュミー
ルに持ち去られ，失伝している.
「四百五十領』は『秘密集会』の枠を越えて Dïpamkara 以降の複数の憂茶羅儀軌に影響を与えたと考
えられるが，特に， Abhayãkaragupta が『金剛髪j Vajrãvalï を執筆する際に参照した事で知られてい
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る. r四百五十頒』には， Vitapãda と Ratnãkarasãnti の二註釈が残されている. Ratnãkarasãnti は，
Vãgïsvara と並ぶヴイクラマシーラ六賢門の一人として知られ， Abhayãkara は『四百五十頒』を理解
する上で基本的に Ratnãkara の解釈に従っている.一方の Vitapãda 註は，写本とチベット訳に見られ
ない独自の『四百五十領』の読みが保存される点で有益である.両註釈共に原典は未発見であるが，チ
ベット訳が残されている.
序論で紹介した様に， Sãnkrtyãyana コレクションの一つに『四百五十頒J が含まれている事が最近
確認され，原典のトランスクリプト版が CIHTS から出版された最新の Banduruski のカタログには，
写本の最終葉は欠落と記載され，筆者が使用する写本写真にも最終葉が欠けている.過去の
Sãnkrtyãyana カタログには，この写本とは別に最終葉のみ現存した『四百五十領』写本に関する情報
が記載されるが，この最終葉の所在は現在不明となっている.
『四百五十頒J のチベット訳は， Padmãkaravarman 並びに Rin chen bzan po (958-1055) の二人によっ
て行われた Rin chen bZarl po はチベット後伝期の『秘密集会』の流伝に多大な影響を与えた人物であ
る.彼は Ratnãkara 註も翻訳しており， Bu ston (1 290-1364) の『聴聞録J には Jñãnapãda ，
Dïpamkara 師弟を起点に， Ratnãkara に伝えられ， Rin chen を辿り，最後に Bu ston に至るジユニャー
ナパーダ流の〈生起次第〉の相承系譜が記載されている.相承系譜と翻訳の状況から， Rin chen bzan 
po は『四百五十領』を訳出する際に Ratnãkarasãnti 註を参照したと考えられ『四百五十頒』チベット
訳と Ratnãkara 註聞のテクストの読みは極めて近似している.一方， Vitapãda 註の訳者は
Kamalagupta と Ye ses rgyal mtshan である. Vitapãda 註は，時に Ratnãkara 註と異なる立場を示し，
引用される『四百五十頒』の本文自体もしばしば Ratnãkara 註と異なっている. Kamalagupta と Ye
ses rgyal mtshan は，チベット大蔵経に収録された Vitapãda の論作全部に関与している事から，
Vitapãda 系の伝統を賛したと考えられる.
第二章 〈前段階の奉仕儀軌 (purvasevãvidhi)) 
第二章は， <前段階の奉仕儀軌 (púrvasevãvidhi) )にみられる憂茶羅理論の解析を， r四百五十頒』
周辺の密教典籍との比較・考察によって行う. Dïpamkarabhadra 憂茶羅理論を構成する要素に従って
四節に区分し各要素を検討する.
第一節 『四百五十頒』における〈前段階の奉仕儀軌〉の位置
『四百五十頒』は，①〈前段階の奉仕 (pûrvasevã)) ，②〈地の浄化 (bhûmiparisodhana) )，③〈地
の受領 (bhûmiparigraha)) ，④〈瓶配置 (kalasãdhivãsana)) ，⑤〈尊格配置 (devatãdhivãsana)) ，⑥ 
〈弟子の配置 (sisyãdhivãsana)) ，⑦〈長茶羅造壇>，⑧〈弟子の入壇 (sisyapravesa)> ，⑨〈狭義の濯
頂次第〉からなる九種の儀軌を基本に構成される.①〈前段階の奉仕儀軌〉は，他の諸儀軌を実行する
以前に，稔伽行者が予め実践するべき〈憂茶羅観想、法〉と〈憂奈羅作描法〉の二つを指している.両者
は共に〈生起次第〉の教説と密接な関係にある. r四百五十領』は，蔓茶羅の儀軌全体に関するテクス
トであるが，他の密教典籍と同様に，観想によって執行される内面的要素を多分にもっている.①に述
べられた内面的な蔓茶羅理論は ①以外に登場する外面的な各儀軌と有機的な繋がりを備えている.特
に，⑨にみられる〈輪(長茶羅)の真実〉と〈尊格の真実〉は，①と不可分の関係にある.
Jñãnapãda が『普賢成就法J を論述する際の韻律はアールヤ}であると考えられる.①の多くの部分
は『普賢成就法J と平行関係にある為に， Jñãnapãda が好んで使用した「同音反復J . r同一系統音の反
復」が両書に共通して見出される. Dïpamkarabhadra は引用部分を除き『四百五十頒J 全体をシュロー
カによって記述するが，詩的表現上も Jñãnapãda の影響を受けていると思われる.この傾向は美奈羅
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第二節 「三三摩地 (samãdhitraya) J と「報・法・化」三身説
Jñãnapãda の〈生起次第〉に関する論作には， r普賢成就法J 以外に『口伝j Mukhãgama が残され
ている. r口伝』には『普賢成就法J にみられない「三三摩地 (samãdhitraya) J の教説が登場する. r三
三摩地J とは①〈第一聡伽 (ãdiyoga-samãdhi)) ，②〈輪最勝王 (cakrarãjãgri-sO )) ，③〈渇磨最勝王
(karmar緞緘ri-sO ) )から構成される長茶羅観想法であるが， Jñãnapãda の基本的姿勢は「三三摩地」よ
りも『秘密集会J を典拠に置く「四支成就法 (caturangasãdhana) J を重視する立場と考えられる.一
方， Dïpamkarabhadra は「三三摩地」をより重視する立場をとる.パーラ朝期の密教典籍に見出され
る特色のーっとして， <生起次第〉を「三三摩地J の枠組によって解釈する在り方が流行するが， r秘密
集会J の系統もその影響を受けている. Dlpamkara の教説はこの先駆を為すと考えられる. <前段階の
奉仕儀軌〉は， Vitapãda の『秘密集会成就法利験生宝蔵j Guhyasamãjasãdhanasiddhisambhavanidhi, 
Ratnavajra の『阿関成就法j Aksobhyasãdhanα に直接的な影響を与えているが，これらの両典籍も『四
百五十領』と同様に「四支」よりも「三三摩地」を基本的骨格とする内容構成をもっている.
第一部の第二章に示した様に， Dïpamkara は， <法・報・化〉からなるく三身〉を〈成就対象〉と考
えていると推定される. <死・中有・再生〉の胎生理論と〈法身・報身・化身〉の仏身論を互いに関連
付ける長茶羅理論は， r三三摩地」の内容と密接な関係をもっている為に， Vitapãda と Ratnãkara も共
に重視している.
第三節 『秘密集会』の憂茶羅組織
第三節では， <前段階の奉仕〉に登場するジュニャーナパーダ流文殊金剛19尊の憂茶羅組織に関して
考察する.他の『秘密集会』系統の憂茶羅組織と比較・検討すると共に 図像学的特徴に込められた仏
教教理的側面に注目する. <輪最勝王三摩地〉には， r謹・処・界」を始め， 19尊に対応する教理概念が
示される.長茶羅の諸要素と教理概念との対応関係は〈観想対象〉として機能する以外に，行者が所属
する思想的立場も示していると考えられる.
第四節 〈輪の真実 (cakratattva) )と〈尊格の真実 (devatãtattva)) 
第四節は， <輪の真実 (cakratattva) )と〈尊格の真実 (devatãtattva) )からなるく二真実〉を考察
する. <二真実〉は，蔓茶羅輪 (mandalacakra) を構成する各要素と仏教教理上の諸概念を結び付ける
ものである. Ratnãkara 註は， Dïpamkara と同様に，⑨〈狭義の濯頂次第〉の〈二真実〉を中心に稔
伽行派の立場から解釈している.一方， Vitapãda 註は，自分を瑞伽行中観派の立場に位置付け，①〈前
段階の奉仕〉にみられる〈輪最勝王三摩地〉の内容を〈二真実〉と解釈している. Vitap綸a は， r麗華』
Sukusuma と『利験生宝蔵』においても 同様の解釈を示している.
第三章 『四百五十額j r<前段階の奉仕儀軌)J テクスト校訂・訳注研究
第三章は， r四百五十頒』の〈前段階の奉仕儀軌〉部分のテクスト校訂作業と訳註研究を中心に取り
扱う.その際に， <前段階の奉仕儀軌〉部分と平行関係を備えている『普賢成就法』のサンスクリット
断片を対照する. Vitapãda, Ratnãkara の両註釈を始め， r四百五十頒』周辺の典籍も随時参照する.
結論
Jñãnapãda の〈七喰伽〉に見出される〈観想主体〉・〈成就対象〉の二面性は， <七球伽〉の前段階〈二
次第〉を始め，ジ、ユニャーナパーダ流の修習次第全体に重要な意味をもっている. J?nap綸a は，直接
の弟子 Dïpamkarabhadra 以外に，世代の離れた Vitapãda にも強い影響力を与えている.本稿では，従
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来未開拓の領域だった Jñãnapãda の〈滴稔伽〉の具体的内容を考察すると共に，彼の修習次第が〈三
身〉の獲得を目的とした実践体系である点を明らかにした更に， Jñãnapãda と異なる Dïpamkara 独
自の教説が同流派の一つの伝統を形成している点も，流派の形成史上看過する事は出来ない.
Dïpamkara によって人間存在の胎生理論と密接な関係を備えた「三三摩地J の長茶羅理論が，本格的
に構築された可能性を示唆した.
本研究の中心に据えた『四百五十領J は，現在存在する唯一の Dïpamkarabhadra の論作である.パー
ラ朝期の密教伝承における彼の影響力を考えれば， Sãilkrtyãyana コレクション中から原典が発見され
た意義は大きい. Jñãnapãda の偏績には特殊な表現が多分にみられる為に，彼の表現を反映する
Dïpamkara の原典が回収された事は『四百五十頒』周辺の典籍を解読する上でも意味があると思われる.
『四百五十頒』の〈前段階の奉仕儀軌〉の長茶羅理論に注目すれば， Dïpamkarabhadra が受茶羅を実
際に造壇する外面的な儀礼行為以外に，内面的な憂茶羅の観想を重視している事が理解出来る.
Jñãnapãda と同様に， Dïpamkara は「四輪三脈」説を基本とする独自の「身体論」を備えていたと考
えられ，観想、上の技法に卓越していた事に疑問の余地はない.彼らの胎生理論を考察する事は，医学史
上の意味をももっと考えられる.更に，憂茶羅の観想、は，密教的立場以外に大乗仏教における思想的立
場とも密接に関係している.
本研究では， r四百五十領j 儀軌の①〈前段階の奉仕儀軌〉を扱うに留まり②から⑨を構成する後半
三百備を扱う事が出来なかった Dïpamkarabhadra の思想、全体を理解する為には，後半部分の研究が
欠かせない.今後は『四百五十領』全体の解析を深めたい. J ñãnapãda, Dïpamkara を始め，ジ、ユニャー
ナパーダ流はパーラ期の密教を牽引する立場にあったと考えられる.他方 Ratnãkarasãnti 等，後期の
訴訟伽行派を代表する人物がこの流派から輩出されている.当時の仏教教団の活動実態を知る上でも，
ジ、ユニャーナパーダ流の研究は重要な意義を有する.
論文審査結果の要旨
後期インド密教儀礼では利他行としての修法を実践する場合に，行者自らが憂茶羅を膜想、によって面
前に生起し供養を捧げるとともにその主尊との合ーを体験する観想法 (pürvasevã， I前段階の奉仕儀
軌J) を先ず行い，修法の成満を図る。一方でこの観想、は，行者が密教的悟りを得るために反復実修す
る修行法(自利行であり生起次第及び究寛次第)と内容上一致する側面をも有する。
本論文は，密教儀礼の全体像を理解する際に鍵となるこの観想法を， D?amkarabhadra (九世紀前
半頃)が著した憂茶羅儀軌『四百五十頒j Guhyasamãjamandalavidhi-Sãrdhatrisatikã を中心資料とし
つつ，同書の 2 註釈書を始めとする諸文献を幅広く参照しながら論じたものである。同書は，聖者流と
並びインド及びチベット密教界で最も著名かつ重要な流派「ジュニャーナパーダ流」に属し， しかも同
流における憂茶羅儀礼の根本典籍と目されており，夙にその重要性は知られていた。
しかし発見されていた唯一の党文写本(貝葉)が長らく披見不可能な状態に置かれていたため，従来
の研究はチベット語訳にのみ依存したものとならざるを得ず また纏まった形で翻訳・解説が提供され
ることも無かった。今般写本の写真コピーを容易に使用し得る状況となったが，本論文はその機会を捉
えた『四百五十頒J 党文原典の文献学的研究の晴矢と言える。
全体は，研究目的と資料紹介を扱う「序論J.ジュニャーナパーダ流が伝える観想法の特徴を論じて
pürvasevã の理解に基盤を与える「第一部J ， r四百五十頒』のジ、ユニャーナパーダ流における位置付け，
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及びそこで説かれる pûrvasevã の特徴を述べた上でその党蔵校訂テクスト・和訳・訳註を提示する「第
二部J，今後の研究課題にも言及する「結論J，それに{易額索引等の付録からなる。第一部では特に
pûrvasevã の渇磨最勝王三摩地 (karmarãjãgrIsamãdhi)でも実修される「滴聡伽」が，ジュニャ一ナ
パーダの著作に遡って探求され，三滴(不壊・秘密・変化)の観想が三歓喜(歓喜・中間歓喜・離歓
喜)・三身の観想と一体化しているという新知見が提示されている。滴・歓喜・仏身は何れも，後期イ
ンド密教儀礼における観想対象として依拠聖典・流派を問わず広く流布しているものであり，その点よ
りこの発見は後期インド密教の展開史を辿る際に重要な押さえ所となる。また滴喰伽の中に「光明の観
想」及び「甘露の観想」と呼ぶべき段階を区分設定し得るという指摘も ジ、ユニャーナパーダ流観想体
系の明確化に資するものと評価される。更に第二部では，偏頒のみで記され観想、の具体像を浮かび上が
らせ難い『四百五十頒j p白rvasevã 当該部のテクストを，註釈書の参照及び関連文献との比較に基づい
て丁寧に分析し正確な理解を試みるとともに，その全体構成を観想、法との対応に注意しながら詳細かっ
平易な科門に纏めており，何れもインド密教儀礼研究に基礎資料を提供するものである。付録として付
された偽領索引も， r四百五十領』が重要論拠としてしばしば引用されている点から見て，研究者に多
くの便宜を与えることが期待される。
よって本論文の提出者は博士(文学)の学位を受けるに充分な資格を有するものと判断される。
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